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令和２年度 ９月補正予算案の概要 

 

１ 総  括 

   新型コロナウイルス感染症対策として医療提供体制の整備に要する経費に予算措置

を講じるとともに、県内経済活動の回復に向けた支援や県民生活に直結する公共事業

の追加など、当面緊急に対応すべき事業について補正予算を編成した。 

 

２ 補正予算の規模 

  一般会計                   ８７７億４，９９７万１千円 

  （補正後累計                          ２兆２，６４７億７，９９９万７千円） 

 

３ 主な内容 

 ○ 感染拡大期に対応した医療提供体制の整備等 

  ・ 入院医療機関の体制整備への助成        ５４９億１，０５０万３千円 

  ・ 専用医療施設の整備への助成          

    うち、令和２年度支出分             ３７億５，４００万円 

    うち、令和３年度支出分＜債務負担行為の設定＞  

                         限度額：４億４，０００万円 

  ・ 軽症者等を受け入れる宿泊療養施設の更なる確保  ６８億６，０９９万３千円 

  ・ 医療機関の持続可能な経営に向けたオンライン研修の実施   ４３５万７千円 

 

 ○ 県内経済活動の回復と「新しい生活様式」への対応 

  ・ 観光応援キャンペーン等による観光関連事業者への支援 

                             ４億６，８２９万９千円 

  ・ 中小企業のオンラインでの販路開拓に向けた支援     ２，４２７万６千円 

  ・ ハローワーク浦和・就業支援サテライトにおける相談業務等のオンライン化 

                               ２，０７６万２千円 

  ・ テレワーク等の推進に伴う庁内ネットワーク環境の強化 

    うち、令和２年度支出分                ５，４４８万４千円 

    うち、令和３年度支出分＜債務負担行為の設定＞ 限度額：４，８６２万円 

 



 ○ 指定管理者制度導入施設における感染症対策に伴う委託料等の増額 

  ・ さいたまスーパーアリーナなど２７施設       ８億１，９３６万８千円 

 

 ○ 感染拡大等に伴う予算執行の見直し 

  ・ 東京２０２０オリンピック・パラリンピック関連事業 

                           △１７億５，７３７万６千円 

  ・ その他のイベント関連事業等           △４億９，３６０万４千円 

 

 ○ 公共事業の追加、適正工期の確保 

  ・ 道路・街路事業                 ２９億８，８１０万７千円 

  ・ 河川事業                    １０億３，８９９万８千円 

  ・ 繰越明許費の設定                １２億７，４００万円 

 

 ○ その他 

  ・ 新型コロナウイルス感染症対策推進基金への積み立て   ９，００２万６千円 

  ・ 知事等の給与の特例減額                 △５９５万７千円 

  ・ 予備費の増額                   ２億円 

 

４ 主な財源 

  ・ 国庫支出金                  ８７９億９，８０５万５千円 

  ・ 県債                      １６億７，３００万円 

  ・ 繰入金                    △２２億４，５４２万２千円 

    うち財政調整基金の取り崩しの中止       △１９億６，２２３万１千円 

   〔参考〕  基金残高  令和元年度末     約１２３億円 

               令和２年度末（見込）  約６６億円 


